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第 2 章は， )レピーレーザーにおいて，優れた性質のジャイアントパJレスを発生する目的で，回転円




第 3 章は， CO2 ジャイアントパルスの高出力化と先鋭化を目的とした研究成果を記述している。 Q




第 4 章は， 赤外域の光源を得るという目的に沿って， He-Ne レーザーの発振特性に関する研究を
記述している。同調機構のない長さ 1m のレーザー管で， 24 本の発振線が空気中で得られ， 狭帯域
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方法を研究し，赤外域では CO2 レーザーのQスイッチによる特性， および He-Ne レーザーの各発
振線に対して，共振器の出力結合などの研究を行い， )レピーレーザー， CO2 レーザーおよび He-Ne
レーザーの著しい性能の向上をなしとげた。
以上の結果はレーザーの開発とその実用化に貢献すると乙ろ大で，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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